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病害予物 F宵襲膏jの効果の研現第3報
稲苗に於Uる稲胡嵐葉枯病に謝する鷺防効果。検定
西門義--.中山隆夫・大島俊市
， 1・緒書著者等は韓日散布用襲剤の効力
検査?方法t二うき願徴鏡用戴物硝子ぞ使用する
方法を報告じさ先に栢の成葉上に於Jオる稲絹雌葉
枯病蛮4占制止に関する薬剤の効果を検定しす旬、
夏に著者等は稲苗ぞ使用する方法そ試みかが、
之は方法が簡便な上iミ短鮮日の閉じ結果や見る
事が出来、年年.何回~~反復する事が出来るので
:工ぞ亡害鵠鞠態蜘町……防附吋附服附散帥苧械向襲
し最良の方方a法の一勺さ3‘吉言ふも遁言でないさ信
る百弦じその方・法置に結果ぞ報告、ずる。
本研究の費用は技術院助成金並に文部省科隼
鼠融研究費によ命。記し樹齢治る。
2等験の材斜並に方法
。〉供試薬酎本賓験に供用の琢防用襲要事I}ま
衣の様で夫等lま其製造舎祉の周係各位或は農林
省農事試験場技師佐藤正太部氏かち崎 (2-5
昭和19年5月受領〉られた物である。
(1) #Jレγグ波 (2)銅製剤H民〈日産化製工
業株式曾祉)(り自製剤2蛾〈三寺株式含粧〉
(4)同製剤3披〔凍亜農襲椋式曾歳。'(5)蜘
酸銅〈日本農薬株式含枇)(6)有機銅製剤(三
共農薬研究所)-(7)低含銅々製剤ぐ大島作皐
研究所，}(8)石灰硫黄合野1) (9)石灰硫黄合
剤の挙(日本農薬株式含枇)(10)ラパサイト
く日本農薬株式含尉:)(11)フイド cr.三共株式
曾枇U12~ コロヂ J -iド(玉具株'式合粧〉
各種葉剤は夫々の所定の;方法に従って調製し
t.:o護度は等量石灰ポJレドタ波じでは石友及び
硫肱銅の二つを合到すこ重量を%-a:'!1.て表した9
~って普通の硫酸銅のみによる計算法の濃度め
字分乏なる諜であるq石ER硫黄合剤及石決磁黄
合脅lの警は~-~度告以て表し、その他の製剤
は%で表しt:.o含銅剤は1.0，0.5， 0.25，σ.125 
%で、又合硫黄剤め中、石灰硫黄合剤庇石灰硫
黄合・剤の撃はボーメ1.0，0.5， O.2~ ， 0.125度
其他はl.ct，(人5，10.25" 0.125%ざしたロ撒布
は電力i二て回轄する台に静ぞ載せコシプレツサ
，ー で寿司歴約5封度のも苦i二30秒間噴霧しにo'
(2)供試稲箇の栽培直径16糎深さ21輝のト.
タシ製国筒賦の植木鉢.:a-使冊L、之t二約8分B
迄土壌ぞ填め7l<.Je加へ¥(泥蹴さL表面の僅かに
乾いに頃稲楓(品種神力).:a-0位播下し丈。此
種これま旗め瞳71<.選により充賞したものや取りホ
ルマリン25詰液で305)'間消怠した物である。情
移;後拘3耗の<<主ぞじ、其上I二如露で潜水し襲
芽生育せしめた。横付げた樋木鉢は網室内革協
網で被覆して雀の害を防ぎ窒素肥料:さして前畿
アンモエヤ2.5%液そ反雷2貫匁の割合で施し
*-0斯〈て約3遡乃至4週聞を笹て苗の長さが
15""'720糎に建した頃賓験に供用した。
(3)議試稲悶麻薬枯病箇株さ其培養並に胞干
の噴霧 本貰験に供用しすこ稲岡廠葉枯病菌
Helminthosporium白戸aeは宮研究所保有准蹴
第10f*就菌株で昭和1[年艇の被害葉から分離L
以来馬鈴薯或は煎藁稲汁寒天培養基上に培養も
分生胞子形成の旺盛な菌株である。試験管斜面
正に薗ぞ撤氏EO度にて繁殖せしめ、 7-1:A日間
iこ形成した新鮮な分生胞子を試験管I二小唾の殺
菌水を加も白金耳やもって培:養面より脆離せし
め、ガーゼを過して浮群液を作'った。
胞子の接種は先づ所定の薬剤を撒布した後仁
行つに。その方法は電力t二位って四時する台tニ
植木鉢ぞ較ぜコシアレツサーで約5封度の匪芳
てず20秒間植物の表面に綿密に噴霧L直ちに漁室
に幌つ化。病斑は2~'時間後じ怯現れるが‘更に
!，!~'時間多漁の賦態 tこ置ぐ事さした。 3 日目には《
窓;rを聞き換気を詐り調査日き-r:保った。
(4).効力調査の方法撒布襲剤の効カ調査の
方・法さしては、第2報の成禁じ於ける程調廊葉
枯病菌程病程度調査の際は病斑の襲及大小や考
慮しτ1梓より 3棄や謹んで、その1葉毎に掠
Iliしたが本研究に供用し大幼植物では葉もふさ
ぐ葉数も多いので斯る調査法は相官面倒である
から 1鉢に於ける費生蹴況そ綜合じで卒均的な
値ぞ記すfる事・ざしたD 而じで本費験で隠橿害の
大なるものや4艶、被害の完〈なきものを0匙
乏し僅に被害を認めらるるものを11話、その中
間~.2及び Slliざし土。調査の初めに羅情聴度
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• 
。)1， 2， 3， 4，重自に相官j:る標準鉢や設~rr }ルドク合剤の効力は最も弧〈銅製剤3蹴及び有
名供i試鉢を1佃づh取り出しiCはζれさ比較し 、捜銅製剤が之i二次ぎ銅製剤1及2蹴主主に低合鋼
で採思しすこ。調蛍者ほ4乃至5人で各自に被害企 製剤は更に;之に失ぎ、.硫酸卸は忌弱であったo
i限度を記録して、最後にその結果ぞ撃を照しもし ~)レドグ合剤は各賞騒を通じT殆ど同ーの効
威る数字に大きな聞きがあればその探却l者は賓 巣令事しでゐゐ動、多木の信頼に値ι得るョ 叉
仰さ樹照の上動車宣伝改訂する様にした。ニのJi fó~れの潰度iこ鈴ても他lニ比すればその効果，~，第
訟で得た結果の一例や石灰ボルドク漉についT マ位や占め，てゐるq 即ち作濃度巳於りる拡f.il出
器・示すれば第1表の畑〈であるD 散をあければ仁り95〈5斗弐〉では0.44、10.5%
第 1表 -*・Jレヤク液i二於はる稲胡腐葉枯病被害興産-a-示す動蚊 (1后式〉の
ふFUE1・0% I '0・fl%. I 0'116% 1 0・1時'(O~回、 0.25%
¥、1 \---，一一「一一I~..，--- a -: --1 (2石式〉のト¥きIA I B I c一戸下司 clAlR C A I B 什 0.79没0.125
目
J 
.雌
平 ;t!J 
0.3 。
0.3 
o 1o 
0.3 11 ・ ~l 1 0.3 o. 11.0 11.0 1 0.7 11.3 1 1.0 11.3 I弾。石式〉の
σ.7 10.7 10.7 ]，3 1 .3 11.3 11‘o 11.7 1.311.1) 10.98で何れも
'0.5 j 0 1 .の 1.0.8・ 0.8 1 1，. 1 1. '.l 1 1.ηi 1.宮 11.ρ11.0 11.0以下で、
0.1・10.3 1 LO 10.3 ].(J 1 1. 3~ 11.3 11.0 1 O.i 1]，0 1.7 I稀縛による被
0.80 1 0.33 1 0.93! 0.52 0.9511.15 1 1.也o1 0 Kl 1 }.'.l2 1 1.0; 1 1.2; 1害艶敏の上昇
I~ M i w 「 J 「五「iげであっ
3実験の結果 上記の方法で賓験そ数岡 本質験結果は異に費去した第Z報に於る2ドル
N置し7こ炉、其賓験施行匂期日必表示するさ第 ド吹合~lの効果tZ殆んど全〈ー致しがJレ V ウ合
l!表の様でめる。其 田反覆の貰蛤結果毛並摘要 ・ 剤は艇樹崩葉枯病の賢雨明止~，:O.125% (4石
第 2素 撒市繋膏~ø稲胡臓結病菌lニi討する効力調査期日 三党}でも時そ子の目
1.. . I的f.e謹せらね0.25
髄|第・ー回 l第ニ回 i第三回 世韓関回|第五回 1 ・ 0 
← 1一一一一 j一一一一一 一一一一一一一一 1. ~ -- 1 次(2石式〉では夏気'，.4 
?密積旭日 間19.6.1S日
施犯姐日 日.311 
務開放布1明日 6.10/f 
領菌接lJ.?頃日
結果の調査 日.17" 
るさ第5表の擦であるロ
昭19.5.18日 IH8.9.6.，18日
6 3" 6. 311 
6.1011 喧.19. 
6/10w 6.誼0"
6.17" I . 6・2tl
第3表に示しft5回反覆しすこ賓総の中第，1，
質~3及第5 は+タン裂で、第2及第 4 は陶製植
木鉢:-c:あったが何れむ同時i二供用し穴場合の栽
均法の.如何に抱ら歩殆んど一致しお結果ぞ示じ
よ事はi主回すベきである。一度供用した稲積の
S上部ぞ刈取う?で再費生しずニ新薬』ニ繋剤を撒布
した結果も前3者の揚合に略一致ιてゐτ、新
がる方法も賓験の反復を要tる時には遺してゐ
i;，) ~IIち第 5貰験では稲の地È都刈取後約2週
間目l二ば貰験i二供用し得たョ
?千種撒布剤の効力に於τ銅剤三硫黄剤さの間
.明ら〉む、な差があるι これさ全〈問機な結果が
@(に第2報t二世表しτあ，るo含銅剤の中でもぷ
附19.5.1~ 日 ! 日召19.6.18日
6. 3'; 
。l・19" 7.1211 
ti.駅)" 7.l:{/f 
G.'J1i " 7.1711 
に確貨でゐるさ言
ひ得る。各製造曾
粧の製品中、創製
剤8強は織目厳禁
枯病被害防止に最
も効力のある構4ニ認められすご。卸ち埠度1.0%
及び1).5%では被害動散はO.船及びυ.92-<:'あっ
て更にO，.25~移及。.125%でも1. 08及1.12でおっ
て可成有効である。之t二つ?で楠k劣るが有機
銅製剤が、之』こ比すぺき効力ぞ示し賞験第2及
第3の揚合ではポゾレド歩合剤tこ弐ぐ効力を示し
すこa
銅製剤1蹴2班及低含銅製剤はボルKク合剤 、
じ比すればその被害防止力は弱〈低合銅製剤の
1.0，，~除けば何れも1.0.以上であっすこ司郎ち銅
製剤 1 蹴 2蚊及低含銅製剤の1.0~漉に於りる
躍病艶裁は1.19，1.11及，Q.90であり、 0.5%
波にては1.89，1.07及1.14ざなり、υ.25"液で
は何れも Lõ~丘き艶厳令示しずζe 此童文字による
く188) - 18 -
• 
さf舗嵐枯病の議防i二はこれZ
B難剤では少'<~~O.5 ，~液必
用ひ夫以上稀薄液の効カは期待
出来ない
批猷釦は供試銅剤の内で効ガ
最も弱〈、1.0%でも僅かじL
37の曜病車撤にすぎ品、切叫
硫黄海jである石訳転車黄合剤、
石炭磁貰合剤の事ソ 4 ド及ラI~~
サイド並に亜鉛や含む:::J1!lヂノ
-1 't-"等にては部肪効jJが少なぐ
その1.0%波の宿病齢獣は石流
硫黄合剤2.28‘開磁糞合剤の
華3.07、"/-1ド2.19、~...~'サ 4
ド2.4P、コロヂノ.1ド2.31で8
ってこの護度じても未だ襲稿$IJ
止効力そ示さな功、ったo rぇ砂
紙首を供用Lて'*貰験的結ヰ反「‘
械の成脚供用した第2叫穴
結果主主F雨賓験に共遡試用の.ー-
剤につきて第4表lご比較する ~I六台
要するに供試製剤の符胡地 守ε
枯病防止効力i糊に於けるイ滋
験結果三間成葉に於t均株か
さが殆んP完〈平行し、糊IJ !tt'.~さら
艇はる差州採さ認めら~tWill
る0.夫故少〈さちザ胡廠業主枯帝it
Z象防の目的での撒布繋閉め劫主巴
検定は和蔀を供用すればよいロ
供試襲脅!の中、合銅製剤は硫
黄舟j等に比むて可成稀薄なもの
でも効力ある事を確かめたが、
夏lこその銅の合数や基準さじて
考察して見るD 供試銅製剤の含
銅量令定量した結呆に依れば材'
料又はその乾燥の種度じよ勺で
多少異るが大陸に於てボルドク
合剤iこ丹Ir.rる硫酸僚は純鏑畳25
%、銅製剤1蛾20%、2蹴20%
3 蹴'5 ，%、批酸銅~%..調機銅
製剤()%、低合銅剤3%筈でみ
る。之によって各種繋剤の調梨
漫度に於ける純銅量令算出し‘
く11:9)、
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第'.4表 紙首~其成業に於げる襲剤効力検定の比較
藁 剤 指苗 iこ於ける効巣 L沼成棄に於ける. 
悶右、効力は川ー?瓜%の鴎でぱ大遣な i供試薬剤の内では効力最も犬で1.0%液iJ~
ち仏12~~長波までの稲穂にも鈎んす効カ!p)ボルドク液 し。 、
減退僅少。 . .  
銅C活性製剤 3 俊 I惣方 lfi "，， ~'p液に次ぎ、之に比し務k劣る、 効力IIポルドワ波、銅製剤1.2~よ.!J ，劣
ポル~.>7) 相府軍事による効力減遜少なし。 る、稲稼による効カi威僅少。
銅C製剤 2〉焼 I効h銅製剤3按に究ぎ、都標の繍僚は前省|| 0.8%液ずはポP ドウと同僚引しが、橋
クポイn. と苧行 軍事に l~ 効力減ill6 た
調官1 撹l r-…と斬し齢〉 ゃんど2援と号滋
劣る。
、
供滋含硫黄剤は凡て、書官1防効果少1足く銅 同右、
台統 1配剤 剤のltでロない、宿胡麻薬柏病理防I:'!-z使
用し得ない
aの躍病E語数右?梯ぐれば第5表及第1圃表の如
; であるロ之じよれば純S町~(l.，υ25 %~こ於ける効
Jはボルドク波、有機銅製剤、銅製剤3披、!低
台銅製剤、銅製剤1披2蹴及枇酸銅の順であっ
た。然じこれらは大間3つの群にまミめる事が
出来る。自Pち第ム群は石灰ボルドヲにi丘き効力
ig完売す、銅製剤3説、有機銅製単純及び低含銅製
剤であoo第2群は銅製剤1競及2披である
が、これらの0.1%の効力は第1群に梢近い様
第5表各種撒布襲剤の絞胡嵐葉
枯病i二劃する効力調査
く純S司含量ど羅情li盟主2
v一一 判錫浪~輔副|葵
1.0% 0.1I!% O.U 
0'5 . 0.0& 0.69 
石炭ボ 1ν ドウ 。、25 0.03 O.i9 
0.125 0.015 0.98 
1.0 
O.日 0.1ρ1.39 
銅製側 1 披
0.2み 0.05 i 1.宮O
0.125 0.025 1I ].61 
1:.0 0.20 1.11 
- 0'，.5 0.10 1.07 . 銅製剤 2磁
0.25 0.05 1，j;j 
0.125 0.025 1.67 
、
であるD 第3群は琳酸銅で、 ニの効力:怯第2群
の約4分の1梓度であるn卸ち枇酸銅の0.2%
が銅製剤1 蹴及 2~のo.()õ%じ相官する。
4総括本報告は訴ド物病害韓防用薬剤
の効力検定法iこ闘すrゐ研究で絹句幼葉tニ於ける
稲鵠嵐業病伝罰する賞験結果である。其の要事占
は売の虫目〈である。
1，)、艦・令トタン製或は陶製の植木鉢に栽培
し、その幼植物時代じ繋剤撒布T.e行ひ、結胡嵐
1.0 
0.;' 
銅製剤 3鋭
0.20 
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‘ J・
業枯病菌を接種してその効力や調
査しすこが、此の方法は短期艮の中
に供試厳令作り得、取扱ひも容易
-第1置表各撒布繋剤の稲相滅葉縞荊
に針する効力調査
で且試験の反復も可能である動か
ら良法であるさ云ひ得る。
2，)試験i二供用した撒布葉剤は 2，0~ 
銅剤乏しでは石灰ボルド夕、銅製一
階1就、湖、 3民枇胸]、有情 1・51
里民 1， 
樹銅製剤、低含銅製剤、硫黄合剤 .. 
石灰慌策合剤白書長、ヨバサイド、 敏・・り- . 
，;/-1ドで亜鉛測さしてはpロデJ t 
-1 Cr:L~ らむ o.o 
〈創銅含量ie擢病I'i放〉
AH破酸鋼
1 銅銅剣 1"
2 銅製剤為聖堂
L 低 ~ø画製剤
b 有機銅劉剣
3 銅製剣 3按
B ボル1"''''合剤
3.)各撞薬剤の効力記載には、 I 0:∞4 680.0主 2F 48801 2 
調亘材料の内被害の最も大なもの l →相銅含量 M
令 4艶、全〈被害のなきもの栓 0艶、その間島 式)でも略hその目的必遣し得る事会確めずこa
3. 2.及1艶さし、これ金基準乏して採勤し
た。調査者は4乃至5入でー鉢宛取出して各自
が基準tZ比較じ採勤した。
4.)供用葉剤r;p卸郵lは有効であるが硫黄剤は
効力t:J'弱かった。銅剤でも石灰ボルドウは最も
優ぐれ、銅製剤3強1!p有機銅製剤はこ，れiζ究
<"0更に銅製剤1説、 2説、低含銅製剤、枇酸
銅の願t二効力が低下して行勺1:.0
5..)紙胡廠薬枯病濯病防止にはボルl-~ク液は
，0.2594ω石式)或は夏に稀薄な0.125%(4石
銅製剤3暁及有機銅製剤では1.0-:-:0. 5 %液が効
果があった。銅製弓1蹴及2暁i毛少ミさも1.0
%液ぞ使用すべきで蹴酸銅にてはこオ:tより更に
混厚なものぞ1必要15ずる様であった。
6女 .献・・
西門署員一・中山隆夫・宮脇雪夫 病m~防薬剤@効
果に測する研究 第1報集液の軍司原If胞子鐙書評制
止力に摘する研究良研35:1&0-197 (18.5月〉
同 第 2報 .砲の成薬，:於ける栢胡肩車禁給婦にお
する1防効果農研37:1: 1←18 良型1:6 : 
363-7 
7.1<回雑草の防除試'験(1)
水聞の敷尊さ雑草防止効果
笠 原
1・簡 雷著者はCl-6)先i二農地雑草防除t二
責せんさLて、本邦農地雑草の種類さ同種賓句
形態並に接芽研究震は繋舟jによる雑草臨除試験
の一部成績や報告した口省力的雑草防止法のー
っきして、稲賞、多再等じて土濃表面毛並覆査す
る所謂~草島理は制作にては遁常行ふ作業であ
るが、水田ではその敷草作業自瞳が困難である
ためiこか一般iニは行はわてゐなh、。凪が近時普
及ぞ男。つある、並木植、畦1p.移植麓堵庇は~
E直情栽堵i二於てはこ?敷草作業は比較的容易
ゆある.そこで著者はニの様な君主培法に於ける
敷草雇通理が雑草費生防止、羽二掘の牧量i議騒T
安 夫
影響や調査する目的で昭和19-22年の聞に若干
試験ぞ施行したので水田雑草駈除試強 (1)ざ
して大要必報告する。
、号試験方法試験慌要は次の様に置泊し食
品種は旭を用ひずこO.
(-1 )並木値…遁常の平坦活水田に6月下旬畦
間〈作保間隔)1. f，..R.に株間4.5寸さして1株
2. 3本宛移植した。
〈日〉 畦立移植・ャ小委刈取後3尺畦きして6用
下旬谷講のみi二活水して畦の雨肩に株間4.3
寸間踊仁移植しすこ、畦間iま1.5尺である。
心、〉 卒畦直矯・.~1. :)尺間隔に卒畦栽培した珍
【燥感研究第37谷第轟量f141-143買羽生7) 一位一
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